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市
内
中
学
校
3
年
生
か
ら
募
集
し
た

「
非
核
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
標

語
」
の
入
賞
者
を
表
彰
す
る
予
定
で

す
。
　
今
年
は
、
市
内
中
学
校
か
ら
2
3

2
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
受
賞

作
品
は
、
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
で
併

せ
て
展
示
し
ま
す
。

怯
印
西
平
和
の
鐘

　
印
西
平
和
の
鐘
（
左
上
写
真
の

下
）
は
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
の
故
 香
取
正
彦
氏
が
、

父
秀
真
氏
の
出
生
地
で
あ
る
印
西
へ

の
記
念
と
し
て
、
生
前
制
作
に
取
り

組
み
、
平
成
3
年
2
月
に
、
ご
遺
族

よ
り
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
鐘
は
、
日
本
恒
久
平
和
の
象

徴
「
広
島
平
和
の
鐘
」
と
同
じ
大
き

さ
で
、
鐘
の
正
面
に
は
故
 吉
田
茂

首
相
の
筆
に
よ
る
「
平
和
」
の
2
文

字
が
刻
ま
れ
、
撞
座
の
左
右
に
は
瑞

鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

※
平
和
の
鐘
は
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
4
3

6
・
4
3
7
）。

怯
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展

　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲
惨

さ
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を
育
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
原
爆
写
真
パ
ネ

ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
人
類
に

と
っ
て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

記
憶
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
■場 
左
表
の
と
お
り
。

平
和
へ
の
祈
り
鐘
の
音
と
と
も

 平
和
へ
の
祈
り
 鐘
の
音
と
と
も
にに
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市民団体の活動支援を実施

8月は耕作放棄地解消強化月間

『特別警報』の発表を開始

平成 24年度市民参加手続の実施状況

グリーンカーテンコンテスト作品募集
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主 な 内 容

　
毎
年
、
8
月
　
日
は
「
戦
没
者
を

15

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と
し

て
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
数
多

く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
8
月
　
日
牙
・
正
午
か

15

ら
市
役
所
玄
関
前
で
「
印
西
平
和
の

鐘
」
を
撞
き
、
1
分
間
の
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
す
。
平
和
の
鐘
の
音
と
と

も
に
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
々
を

追
悼
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念

し
ま
す
。

　
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
い
人
は
、
当

日
の
正
午
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
被
爆
地
の
広
島
市
と
長
崎

市
で
は
、
毎
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
典

を
行
っ
て
い
ま
す
。
式
中
で
、
原
爆

投
下
の
同
時
刻
に
、
1
分
間
の
黙
と

う
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。

【
広
島
市
】
…
■時 
8
月
6
日
峨
・
午

前
8
時
　
分
。

15

【
長
崎
市
】
…
■時 
8
月
9
日
画
・
午

前
　
時
2
分
。

11

胸原爆写真パネル展の日程胸
展示会場展示期間

市役所1階ロビー
8月1日牙～
15日牙 中央駅前地域交流館

1号館1階ロビー

印旛支所1階ロビー8月16日画
～30日画 本埜支所1階ロビー

※それぞれの施設の休館日を除く。

　
印
旛
明
誠
高
校
と
J
A
西
印
旛
前

の
国
道
4
6
4
号
歩
道
に
、
シ
ソ
科

の
植
物
で
あ
る
「
コ
リ
ウ
ス
」
を
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ク
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
」
が
印
旛
明
誠
高
校
P
T
A

や
J
A
西
印
旛
の
み
な
さ
ん
と
植
栽

し
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
今
ま
で
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
今
年
の
2
月
に
道
路
功
労

者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
今
回
の
活
動

は
市
内
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
4

6
4
号
を
少
し
で
も
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
思
い
か
ら
、
活
動
箇
所
を

拡
大
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
活
動
は
※

千
葉
県
道
路
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
を
活
用
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
市
内
で
は
初
め
て

の
試
み
で
す
。
当
制
度
で
は
、
千
葉

怯
非
核
平
和
へ
の
願
い
を
込
め

た
標
語

　
式
典
当
日
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
平
和
の
大
切
さ
や
そ
の
意

味
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

▲平和への祈りを
込めて式典で鐘を
つく板倉市長（写
真は昨年のもの）

非核平和都市宣言
　世界の恒久平和は、人類の共通の願いである。
　とりわけ、世界で唯一の核被爆国に生きる我々
は、再びこの地球上に「広島」、「長崎」の惨禍が繰
り返されることのないよう強く望むものである。
　印西市は、戦後50年目の年に当たり、核兵器が
この地球上から全て廃絶されることを願い、世界
の恒久平和を確立するため、ここに「非核平和都
市」を宣言する。

平成7年10月11日宣言

滑重要無形文化財保
持者（人間国宝）の
故 香取正彦氏が作成
した「印西平和の鐘」

国
道
4
6
4
号
の
歩
道
植
樹
帯

 国
道
4
6
4
号
の
歩
道
植
樹
帯
ににコ

リ
ウ
ス
を
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
リ
ウ
ス
を
植
栽栽

県
は
活
動
場
所
の
提
供
や
必
要
な
支

援
を
行
い
、
市
は
散
乱
ご
み
の
処
分

等
の
協
力
を
行
い
ま
す
。
道
路
を
管

理
す
る
千
葉
県
印
旛
土
木
事
務
所
で

は
「
こ
の
よ
う
な
活
動
は
地
域
が
良

く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ

ア
ダ
プ
ト
制
度
を
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
の
こ
と
で
す
。

※
千
葉
県
道
路
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
…
千
葉
県
が
管
理
す
る
道
路
の
維

持
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
と
協
働
し

て
、
道
路
を
よ
り
良
好
に
維
持
し
、

安
全
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
快
適
な
道
路
環
境
の
形
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
。

■問 
建
設
課
計
画
班
（
緯
内
線
7
2

2
）。　

▲コリウスの苗約700鉢は、平成24年度
の農林水産祭で天皇杯を受賞された㈱ハル
ディンより無償で提供されました

木下駅北口ロータリーの防犯カメラ運用開始
　8月1日から、木下駅北口
ロータリーに設置した街頭防
犯カメラの運用を開始します。
　市では、不特定多数の人が往
来する駅周辺を中心に街頭防
犯カメラを設置しており、現在、
千葉ニュータウン中央駅南北
ロータリー、印西牧の原駅南北

ロータリー、木下駅南口ロータ
リーおよび地下自由通路で、運
用しています。今後、防犯カメ
ラの設置を小林駅ロータリー、
印旛日本医大駅ロータリーに
も予定しています。
■問 市民安全課市民安全班（緯内
線712）。

水辺は危険！
　
夏
休
み
に
入
る
と
子
ど
も

た
ち
が
水
辺
で
遊
ぶ
姿
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。

　
水
辺
に
は
土
地
改
良
区
な

ど
が
管
理
す
る
揚
排
水
機
場

や
水
門
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
付
近
は
水
深
が
深
く
、
水

の
流
れ
も
速
い
の
で
大
変
危

険
で
す
。

　
施
設
付
近
で
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

■問 
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3

7
5
）。

市内インディアカチーム「フレッシュクラブ」

9人が日本選抜チームに参加
　　　　　ドイツ世界大会へ外
　7月23日、ドイツで開催された第4回世界
選手権のシニア混合部門に「フレッシュクラ
ブ」から9人が日本代表として出場しました。
　インディアカは、羽根の付いた「インディ
アカボール」をバレーボールのように打ち合
う競技。6月22日開催の「第９回全日本イン
ディアカトーナメント大会」シニア混合の部
で優勝し、昨年に続き2連覇した同チームは、
そのまま世界の頂点に向けて、弾みをつけた
形となりました。
　「チームの特徴は、チームワークの良さ、
粘りと気迫です」と語るメンバーのみなさん。
練習でも声を掛け合い、活気に満ちた雰囲気
でした（右写真下）。

　同チーム
は、2010
年にエスト
ニアで開催
されたワー
ルドカップ
にも出場し
た経験があり、今大会では金メダル獲得に大
いに期待が寄せられます。

全日本大会制覇のトロフィーを手に、いざ世界大会全日本大会制覇のトロフィーを手に、いざ世界大会へへ


